
2026年3月11日、東日本大震災から15年を迎えます。
立命館では「3.11いのちのつどい」を開催し、震災で犠牲になった方々の鎮魂と復興を願って、

東北や様々な震災への向き合い方を考える機会としています。

2026年3月11日（水）13:00-17:00
会場:立命館大学 朱雀キャンパス １階 多目的室1、2

【プログラム】
司会:早川 岳人（立命館大学衣笠総合研究機構 教授／災害復興支援室 副室⾧）
■開会の挨拶

仲谷 善雄（学校法人立命館 総⾧）
■対談企画（13:05-14:45）

テーマ:いのちをつなぐ -震災・紛争、そして未来へ-
登壇者:古波津 陽 氏、木村 紀夫氏（オンライン）、

丹波 史紀（立命館大学産業社会学部 教授／災害復興支援室 副室⾧）

古波津 陽 氏 木村 紀夫 氏

■全員で黙祷（14:46）
■「チャレンジ、ふくしま塾。」活動報告、福島・能登活動支援学生の報告（15:00-15:55）

・「チャレンジ、ふくしま塾。」塾生による発表
・災害復興支援に関する活動への

旅費支援受給学生4名による発表（福島・能登）
■閉会の挨拶

宗本 晋作（立命館大学理工学部 教授／災害復興支援室 室⾧）
■パネル展示・懇親の場（16:00-17:00）

15年の歩み（写真展示）を見ながら、福島県の物産品などをご提供

主催:立命館災害復興支援室

＜プロフィール＞
古波津陽氏
映画監督/対話プログラムの設計
福島県ホープツーリズムアンバサダー

木村紀夫氏
福島県大熊町で被災後、語り部として活動



立命館災害復興支援室（社会連携課内）
TEL:075-813-8282
Mail:311fukko@st.ritsumei.ac.jp

事前申込制・先着順
入場定員 60名
申込期間 2026年1月30日（金）～2月27日（金）
参加費 無料
申込方法 メール
311fukko@st.ritsumei.ac.jp
①お名前 ②年齢 ③参加人数 ④連絡先（メールアドレス）
を明記してください

◆申込締切 2026年2月27日（金）17:00

参加申込

アクセス

立命館大学 朱雀キャンパス 1階 多目的室1・2 
 JR、市営地下鉄「二条」徒歩5分
市バス、JRバス
「千本三条・朱雀立命館前」下車すぐ
※駐車・駐輪スペースはありませんので公共交通機関でお越しください

主催 公式ウェブサイトでは立命館の復興支援
の取り組みや、災害支援に関する情報を
随時発信しています


